
ゲスト
稲葉 基高 Mototaka Inaba
医師／ピースウィンズ・ジャパン「空飛ぶ捜索医療団"ARROWS"」
プロジェクトリーダー
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科救命救急災害医学講座

テーマ

2024年7月21日（日）14:00～16:00日 時

定 員 30名（無料）
締切:7月19日（金）
※定員になり次第終了

会 場

こちらのQRコードを読み込んで
Peatixからお申し込みください。申 込

今回のゲストは、いざという時に「空を飛んで」災害現場に駆けつける外科医の稲葉基高さんです。稲
葉さんは自治体、NPOさらに自衛隊・消防と連携を図って、発災直後の救助・救命に当たります。中・⾧
期的な復興のサポートもたいせつです。他方、ふだんの顔は、広島県でへき地医療に携わる医師。いつか
は誰もの日常に訪れる「いざという時」に備えて、地域のACPの普及に取り組んでいます。あなたも、自
分らしい人生を送るための多彩なヒントをつかみましょう。

千里文化センター「コラボ」
※会場までのアクセス:裏面をご覧ください。

自分らしい人生を送るために④
『災害医療の現場から考えるACP（人生会議） 』

主催:一般社団法人哲学相談おんころ 共催:大阪大学21世紀懐徳堂、大阪大学大学院人文学研究科、大阪大学共創機構
豊中市 市民協働部 地域連携課 協賛:一般財団法人住野勇財団



大阪大学の研究者・専門家が、地域のみなさんと対話し、様々なトピックについて一緒
に考えるイベントです。

大阪大学では、理系・文系を問わず、日々、最先端の研究が繰り広げられています。阪
大ワニカフェでは、最前線の知をみなさんと共有しながら、それがみなさんの生活にど
のように関係するのか、社会が直面している問題の解決にいかに寄与しうるのかについ
て、みなさんと一緒に考えていきます。これまで哲学対話やサイエンスカフェなどの対
話イベントを数多く手がけてきたスタッフによる企画・コーディネートのもと、毎回、
さまざまなゲストとともに開催します。
大阪大学は「地域に生き世界に伸びる」をモットーにしています。私たちは、地域のみ
なさんと、みなさんの未来を、この社会のこれからを、一緒に作り出していくパート
ナーでありたい。そのための第一歩として、私たちは阪大ワニカフェを立ち上げました。

【阪大ワニカフェとは?】

会場までのアクセス

進行役:嶋谷 泰典
大阪大学21世紀懐徳堂副学主／特任教授
大阪大学法学部を卒業し、83年に毎日
新聞社入社。高知支局を振り出しに大
阪本社社会部、東京本社編集センター、
富山支局⾧、和歌山支局⾧などを経て、
広告局⾧を最後に定年退職。
2018年大阪大学に特任教授として着任
し、現在は21世紀懐徳堂副学主、万博
推進室副室⾧。さまざまな記事執筆も
担当している。

阪大ワニカフェ担当
大阪大学共創機構渉外部門（担当：佐野）
E-mail : sano.keiko.ccb@osaka-u.ac.jp
※お問い合わせはメールをお送りください。

【お問い合わせ】

住 所 :
〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町1丁目2番2号

電 車:
・北大阪急行「千里中央」駅北改札から約80メートル
・大阪モノレール「千里中央」駅から北へ約400メートル
バ ス:

・最寄りは阪急バス「千里中央」停留所
自家用車:
駐車場のご用意はありません。
千里中央地区のコインパーキングをご利用ください。
※近隣店舗等への無断駐車は絶対におやめください。千里文化センター「コラボ」外観

阪大ワニカフェ 検索

「阪大ワニカフェ」ホームページ

https://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/banner/wanicafe

コメンテーター:岡 義雄
箕面市立病院 病院⾧／外科、大阪大
学大学院医学系研究科 消化器外科学
臨床教授、一般社団法人哲学相談お
んころ 理事

これまで外科医として多くのがん患
者さんの診療にあたってきました。
その経験から、自分らしく生きるこ
との大切さを痛感し、ACPの普及に
取り組んでいます。


